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いつまでも若々しく、健やかに生きることは、人類の長年の願いです。身体の加齢に伴う機能低下の一因として、私は、細胞の
供給源である幹細胞の加齢変化（＝幹細胞の老化）に着目した研究を行なっています。

  幹細胞の老化とは

　幹細胞は、生涯にわたって自分自身を維持しながら、分化
細胞を作り出す能力を持つ特別な細胞です。このような細胞
が、私たちの体の中の色々な場所に存在するので、古い細胞
が失われても、日々新しい細胞を作り出すことができます。
一方、幹細胞は組織の中で最も大元となる細胞なので、これ
に異常が現れると、組織は正常に機能することができなくな
り、がん化や老化、各種疾患を引き起こす原因ともなります。
逆に、正常で健康な幹細胞を取り戻すことができれば、加齢
に伴う心身の不調や疾患を根本から治すことにもつながると
考えられます。よって、幹細胞レベルで起こる加齢変化を詳
細に調べることが、老化プロセスの理解と克服に向けて極め
て重要であると考え、私は幹細胞の老化研究を行っています。

  幹細胞の老化に伴う糖鎖の変化

　体の老化状態を知るには、視診や統計的データに依存する
面が大きく、臓器の機能を反映した老化の診断基準はほとん
ど確立されていないのが現状です。老化予防の観点から、非
侵襲で簡便に測定でき、細胞や組織の老化状態を早い段階で
予測できるような機能的評価指標とそれに基づいた老化遅延

法の確立が求められています。そこで私が着目したのが幹細
胞の糖鎖パターンです。
　細胞表面の糖鎖は「細胞の顔」とも呼ばれるように、細胞
の種類や状態によってダイナミックに変化することが知られ
ています。血液型や腫瘍マーカーをはじめ、糖鎖の違いは優
れたバイオマーカーとして幅広く利用されてきました。
　今回、CUPAL NRP コースで取り組んでいるのは、自身
が今までやってきた幹細胞研究と糖鎖研究を融合させる試み
です。ホスト研究者である産業技術総合研究所の舘野浩章先
生は、今まで測定が困難であった細胞表面の糖鎖構造を高感
度かつ迅速に検出するレクチンアレイ法を開発した糖鎖研究
の第一人者です。実際に、この手法を用いることで、私たち
は、幹細胞の糖鎖パターンが、高齢マウスにおいて顕著に変
化することを発見しました。つまり糖鎖プロファイリング技
術を用いることで、幹細胞の老化度を定量・可視化し、「幹
細胞の老化」状態を規定する分子マーカーを同定できる可能
性があるということです。さらにその応用として、幹細胞の
糖鎖をターゲットとし、それを制御することで、新しい老化
遅延・予防法の開発にもつながっていくのではないかと期待
して研究を進めています。
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図 1： 研究の全体構想
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